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《ＳＨＵ-５３２ＢＲＤ》                       　                                ２-１. サンプルホールド入出力回路

第２章．制御・タイミング等

    ２２２２----１１１１. . . . サンプルホールド入出力回路サンプルホールド入出力回路サンプルホールド入出力回路サンプルホールド入出力回路

        図２－１Ａに１チャンネル分のサンプルホールド回路を示します。

                図２－１Ａ．サンプルホールド回路
                          （１モジュールに４チャンネル分実装中、１チャンネル分のみ記す。）
                     
                                                                               サンプル
                          　　　                      入力保護素子             ホールド素子
                                       
          ＣＨｘｘ                                     ＡＤ４６６        ＡＤ６８４               ＣＨｘｘ
                              Ｌｘｘ                                                     １ＫΩ

        アナログ入力                    Ｒｘｘ    出荷時                                        アナログ出力
                                                  １０Ｍ                   Ｓ／Ｈ制御

            ＡＧ                                                                                    ＡＧ

                    Ｌｘｘ（チャンネル０）～Ｌ３１（チャンネル３１）：エミッション防止素子
                    Ｒｘｘ（チャンネル０）～Ｒ３１（チャンネル３１）：入力終端抵抗＝出荷時１０Ｍ

 ◆　図２－１Ａは１チャンネル分の回路を示しており、同回路が全３２チャンネル分あります。

 ◇入力インピーダンス： 入力終端抵抗（出荷時１０ＭΩ実装）を外すと１００ＭΩ以上です。

 ◇アナログ入力保護： ±４０ｖ以内、電源ＯＦＦ時のアナログ入力はハイ・インピーダンス。

 ◇電流入力の場合は入力終端抵抗（出荷時１０ＭΩ実装）を適切な電流電圧変換抵抗に交換して
   御利用ください。
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２-２. 制御タイミング                                                                   　《ＳＨＵ-５３２ＢＲＤ》

２２２２----２．制御２．制御２．制御２．制御・タイミング・タイミング・タイミング・タイミング

■ 動作タイミング：  本機の典型的な応用場面である連続サンプリング動作を図Ｄに例示します。
                     この動作は本機の接続先ＡＤ変換ボードが指定したアナログ入力群に対して
                   指定したトリガ（開始）、クロック周期でＡＤサンプリングを実行します。
                     当社製：ＡＤＭ－６８７ＡＰＣＩには本機を制御する外部サンプルホールド
                   信号（Ｓ／Ｈ）があるので、これを使用します。

　　　　　　　　　　【注】本機ボード上の同信号入力極性切り替えスイッチＳＷ－ＰＬはＮ側と
　　　　　　　　　　　　　します。（Ｌｏｗ：サンプル、Ｈｉｇｈ＝ホールド）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   図Ｄ．連続サンプリング動作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    クロック周期　　　　　　　　　　 クロック周期

　　 　サンプリング実行　　　　　１回サンプリング　　　　　　　   １回サンプリング　　　　　　　　１回サン

                                    （図Ｅ）                        （図Ｅ）                     （図Ｅ）

             Ｓ／Ｈ信号              ホールド                         ホールド                       ホールド

                                                   アクイジション                   アクイジション
                                                 　 （サンプル）                     （サンプル）

■ ホールドセトリングに注意：  サンプルホールド回路にはチャージ・インジェクションという
                             過渡的誤差要因（図Ｆ参照）があり、これを回避するにはホールド
                             時刻から必要な解消時間経過後にＡＤサンプリングを開始します。
                               当社製ＡＤＭ－６８７ＡＰＣＩには同機ボード上のスイッチ設定
　　　　　　　　　　　　　　 により当時間だけＡＤサンプリング開始時間を遅らせる機能があり
                             ます。
                             但し、当機能を使用した場合は当時間（１μｓ）だけサンプリング
                             実行時間が長くなることに御注意ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　               図Ｅ．当社製ＡＤＭ－６８７ＡＰＣＩの
                                                     １回ＡＤサンプリング・スキャン実行 vs Ｓ／Ｈ出力

           Ｓ／Ｈ信号出力
         （本機サンプルホールド制御用）                              ホールド期間
                                                 約１μｓ

  
                                                   ▼   ▼   ▼   ▼    （スキャンｃｈ０～Ｎまで）    ▼

      １回サンプリング・スキャン実行                ０   １   ２   ３                                  Ｎ
    （本機サンプルホールド制御する場合）

                                                        （１μｓ）＋ （１０μｓ）×（使用チャンネル数）

                                                        ▼：ＡＤボード内部サンプルホールド時刻）

                                                       ★当１回サンプリング・スキャン実行時間の逆数が
                                                         最高サンプリング周波数です。
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《ＳＨＵ-５３２ＢＲＤ》　                                                                   ２-２. 制御タイミング

  参考  ：ホールド・セトリング時間

          サンプルホールド回路がホールド状態に切り替わった瞬間・直後には数ｍｖパルス状の
        過渡現象（チャージ・インジェクション）が発生します。  この現象による誤差を減少さ
        せるには、ホールドタイミングから先頭チャンネルのＡＤ変換開始までにチャージ・イン
        ジェクション現象が収束する時間をおけばよいのです。
          この影響・誤差は理論的にゼロとはなりませんが実用的な水準を得るための時間を設定
        するとよいでしょう。
          当社製ＡＤＭ－６８７ＡＰＣＩの場合は同機ボード上のスイッチ設定により約１μｓの
        スタート遅延設定ができます。

                                      図Ｆ．チャージ・インジェクション現象（ｃｉ）の様子

     本機サンプルホールド入力

               Ｓ／Ｈ信号入力            サンプル                               サンプル
 （本機サンプルホールド制御用）                          ホールド状態

                                                    ｃｉ                             点線は本機が無く、
                                                                                     サンプル状態が続いた場合。
                                                                                                （入力＝出力）
     本機サンプルホールド出力
             （ＡＤボード入力）

 ■最高サンプリング速度：   ＡＤボードと組み合わせたときの実現可能な最速周期は、使用する
                          ＡＤボードの１スキャン・サンプリング実行時間に本機の必要とする
                          アクイジション時間１μｓ(１０ｖステップで０.０１％到達時間) を
                          加算した値です。
                            但し当社製の適合ＡＤボード各機は１スキャン・サンプリング実行
                          プロセス中、最終チャンネルのＡＤ変換開始と同時にＳ／Ｈ信号出力
                          がＬＯＷ（＝アクイジション状態）になります。（図Ｅ参照）
                            したがってサンプリング時間が１μｓ／ｃｈ以上のＡＤボードでは
                          本機の必要とするアクイジョション時間は１スキャン・サンプリング
                          実行プロセス中にオーバーラップするので計算上は無視できます。
                           

        表２－２．本機と組み合わせたときの最高サンプリング速度（実行周期で示す）

　使用チャンネル数 →    １ｃｈ    ２ｃｈ    ８ｃｈ    １６ｃｈ    ３２ｃｈ

ＡＤＭ-６８７ＡＰＣＩ  １１μｓ  ２１μｓ  ８１μｓ  １６１μｓ  ３２１μｓ

                             ◆当表値の逆数が最高サンプリング周波数です。
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２-３．ドループレート                                         　　　　　　　　 　　　　　 《ＳＨＵ-５３２ＢＲＤ》

２２２２----４４４４. . . . ドループレートドループレートドループレートドループレート

   サンプルホールド回路でホールドされた信号電荷は同素子内のキャパシタに保持されますが、
 時間の経過とともに微量ずつですが放電されます。  このパラメータがドループレートです。
   本機（素子：ＡＤ６８４）の場合は、
                                       ドループレートＤＲ＝１μｖ／μｓ です。

   当社の指定する対応ＡＤボードの場合は、３２チャンネルを１回サンプリングスキャンする
 時間内に放電する量が（本機の精度＝１３ビット）に対して充分小さいので問題ありません。
   例えばＡＤＭ－６８７ＡＰＣＩなら、

         １回サンプリング・スキャン時間 ＝３２０μｓ＝（１０μｓ×３２ｃｈ）
                   この時間内での放電量 ＝（１μｖ／μｓ）×３２μｓ
                                        ＝３２０μｖ

                       本機の入力スパン＝２０ｖ（入力範囲±１０ｖ）
                         １３ビット精度＝２.４４ｍｖ（２０ｖ÷８１９２）


